1 

よね じゅうきち 

お 米と 十吉 と は 南向きの 縁に 仲よ く 肩 をなら ベ て、 

なんにも 言わずに 碧い 空 を うっとりと 見 あげていた。 

てんめい かどまつ 

天明 五 年 正月の 門松 ももう 取られて、 武家で は 具足 

びら き、 町家で は 蔵 びら きとい う 十一 日 もき のうと 過 

あさま やま 

ぎた。 おととしの 浅 間 山の 噴火 以来、 世の中が 何とな 

くさ わがしく なって、 江戸で も 強い あらしが 続く。 諸 

ききん 

国で は おそろしい 飢饉の 噂が ある。 この 二、 三年 はま 

ことに 忌な 年 だ つたと 言い暮ら している うち、 暦 はこ 

としと 改ま つ て、 元日から 空 つ 風の 吹く 寒い 日が つづ 



かかって いた。 どこかで 鶏が 啼 いていた。 二人 はさつ 

きから 一 面の 明るい 日 を 浴びて、 からだが 少し だるく 

あで 

なるほどに 肉 も 血 も 温まって 来た。 二人の 若い 顔は艷 

やかに 赤く のぼせた。 

「阿 母さん は 遅い な あ」 と、 十吉は 薄ら 眠い ような 声 

で つぶやいた。 

ばんちよ う 

「 番町 のお 屋敷へ 行った の」 

「むむ。 もう 帰る だろう」 

こんな 噂 をして いたが、 母 は 容易に 帰らなかった。 

お 時が 家 を 出た の はけさの 四つ (午前 十 時) であった。 

女の 足で 箕 輪から 山の手の 番 町まで 往復す るので ある 



から、 時の かかる の は 言うまでもな いが、 それにして 

もちつ と 遅 過ぎる と 十吉は 案じ顔に 言った。 お 来 もな 

ん だか 不安に 思われた ので、 七つ (午後 四時) 過ぎ ま 

とき 

で 一緒に 待ち暮らして いると、 お 時 は 元気の ない 顔 を 

して とぼとぼと 帰つ て 来た。 

「おや、 お 米坊も 一緒に 留守番 をして いてお くれ だつ 

たの」 

「おばさん、 又 あした 来ます よ」 

うち 

母が 無事に 帰った の を 見と どけて、 お 来 も 自分の 家 

へいそいで 帰った。 お 来の 家 は 同じ 村の はずれに あつ 

のどか たこ 

た。 今まで 長閑そう にか かっていた 風の 影 もい つか 



十吉も 思わず 箸 を やめた。 

「なんだ ね。 お 屋敷に 何 か 悪い ことで もあった のか 

ね」 

「むむ。 だが、 滅多に ひとに 言う のじ やない ぞ」 と、 

お 時 は 小声に 力 を こめて 言った。 

話さない さきから 厳重に 口止め をされ て、 十 吉も変 

な 顔 をして 黙って いた。 

r 番 町の 殿様、 飛んでも ない 道楽者に おなりな すった 

とよ。 情けない」 

お 時 は ほろ りと した。 十吉 はまた 箸 を やめて、 炉の 

しすく 

火に ひかる 母の 眼の 白い | 卞を うっかりと 見つめて い 



を、 外 記が 救いの 手 を ひろげて 庇って くれた。 そのお 

かげで 先祖伝来の 小さい 田畑 も 人手に 渡さずに 取リ留 

おやこ 

めて、 十吉が ともかくも 一 人前の 男になる まで、 母子 

が 無事に 生きて 来た のであった。 

r 番町さ まの あ リが た い 御 恩 を 忘 れ ちゃ 済ま ない ぞ」 

と、 お 時 は 口癖の ように 我が 子に 言い聞か していた。 

ちきよ うだい 

外 記と は いわゆる 乳兄弟の ちなみ も あるので、 お 時が 

番 町の 屋敷へ 行く たびに、 外 記の 方から も 常に 十吉の 

安否 をたず ねて くれた。 それが またお 時に 取って は此 

の 上 もない 有難い ことのよ うに 思われて いた。 

ことし は 外 記が 二十 五の 春で ある。 もう そろそろ 奥 



進んで 腰抜け 役の 小 普請 入りな ど を 願う 害がない の は、 

彼が 日ごろの 性質から 考えても 判って いる。 これに は 

何 か 子細が あるに 相違ない と、 さらに 進んで 詮索す る 

とお 時 はまた 驚かされた。 外 記が 小 普請 入りの 処分 を 

ほうらつ とが 

受けた の は 身 持 放埒の 科であった。 

お 縫の 話に よると、 外 記 はおとと しの 秋 頃から 吉原 

おおびし、 P あやぎぬ 

へ かよい 始めて、 大菱屋 の 綾 衣と いう 遊女と 深くな つ 

た。 それに ついてはお 縫 も 意見した。 用人の 堀 部 

三 左 衛門も 雛め た。 取り分けて 叔父の 吉田 五郎三郎 か 

らは 厳しく 叱られた が、 叔父 や 妹 や 家来 どもの 怒り も 

涙 も心づ かい も、 情に 狂って いる 若い 馬 一匹 を ひきと 



て 置こうと 思 つたので ある。 

奥様に 恐る恐る 目通り を 願った ので あるが、 ちょう 

ど 非番で 屋敷に 居 合せた 主人の 五郎三郎 は こころよく 

逢って くれた。 

お 時の 主 思い は 五郎三郎 も かねて 知ってい るので、 

打ち明けて いろいろの 内輪 話 をして くれた。 今と なつ 

て は 仕方がない。 それ も おれが 監督 不行届きからで、 

お前た ちに も 面目ない と 五郎三郎 はしみ じみと 言った _ 

しかし 本人の 性根 さえ 入れ替われば 再び 世に出る 望み 

がないで もない。 今度の 不首尾に 懲りて 彼が きっと 謹 

慎す るよう になれば、 毒が かえって 薬になる かも 知れ 



は 軽くても 行儀の いいのが、 こうした 稼業の 女の 誇り 

つむぎ 

であった。 茶色の 袖の 薄い 着物に 黒い 帯 を しゃんと 

結んで、 おとなし やかに 控えて いた。 

お y らレ 

「花魁 ももう お見えで ござりましょう。 まずち つと お 

重ねな され まし」 と、 彼女が 姚子 をと ろうとす ると、 

外 記 は 笑いながら 頭 を ふった。 

「知っての 通り、 おれ は 余り 酒 は 飲まない の だから、 

まあ 堪忍して くれ。 このうえ 酔ったら もう 動け ないか 

も 知れない」 

男に は 惜しい ような 外 記の 白い 頰に は、 うすい 紅が 

流れて いた。 



よいよ 春めいた 心持ちに なった。 酒の 酔いが 一度に 発 

したよう に、 総身が むず が ゆく ほてって 来た。 

は ► .T ちょ うちん 

その 混雑の なか を 押し分けて、 箱 提灯が ゆらり ゆ 

ら りと 住ったり 来たりし ている のが 外 記の 眼に ついた。 

彼 は 提灯の 紋 どころ を 一 々にす かして 視た。 足 かけ 三 

つうじん 

年 この 廓に 入りび たって いても、 いわゆる 通人に はと 

て も 成り 得そう もない 外 記 は、 そこらに 迷って いる 提 

灯の 紋を うかがっても、 鶴の 丸 は 何 屋の誰 だか、 かた 

ばみ は どこの 何とい う 女 だか、 一向に 見分けが 付かな 

かった。 しかし 綾 衣の 紋が 下がり 藤で あると いう こと 

だけ は、 確かに 知っていた。 



この 軒下へ 転げ込ん で 悲鳴 を あげた。 

「あれ、 怖い」 

禿 は 新造に すがって、 わつ と 泣き出した。 

「これ、 おとなし くしゃ」 

たもと 

綾 衣に やさしく 睨まれて、 禿 は 新造の 長い 抉の 下 

に 小さ い 泣き顔 を 押し込ん でし まった。 

あくる 朝 は 四つ 頃 (十 時) から 雪に なった。 

この 四、 五日 は 暖かい 日和が つづいた ので、 もう 春 



が 来た ものと 油断して いると、 きのうの 夕方から 急に 

東の 風が 吹き出して、 それが 又い つか 北に 変った。 吉 

原 は 去年の 四月 丸焼けになった。 橋 場 今 戸の 仮宅から 

くるわ 

元 地へ 帰って まだ 間 もない 廓の 人び と は、 去年のお 

お/ 

そろし い 夢に おそわれながら 怯えた 心持ちで 一 夜 を 明 

か なぼう 

かした。 毎晚 聞き なれた 火の 用心の 鉄棒の 音 も、 今夜 

は 枕に ひびいて すさまじく 聞え た。 幸いに 暁け 方から 

風 もやんだ が、 灰 を 流した ような 凍った 雲が 一 面に 低 

く 垂れて 来た。 

「雪が 降れば いいのう」 と、 禿 ども は 雪 釣リを 楽しみ 

に 空 を 眺めて いた。 



まめかし ぃ緋 縮緬の 胴 抜きの 部屋着 は、 その 襟から 抜 

け 出した 白い 頸筋 を ひとしお 白く 見せて、 ゆるく 結ん 

だ 水色の しごきの はし は、 崩れ かかった 膝の 上に しど 

けなく 流れて いた。 

か. to- ろ 

入り口の 六 畳に は 新造 や 禿 が 長火鉢 を 取リ卷 い て 、 

たけ むら まき せんべ い 

竹 邑の卷 煎餅 か 何 か を かじりながら、 さっきまで 他愛 

もな く 笑って しゃべって いたが、 金 龍 山の 四つの 鐘が 

雪に 沈んで きこえる 頃から そろそろ 鎮ま つ て、 禿の 声 

はもう 寝息と 変った。 新造た ちもうた た 寝で もして い 

るら しか つ た。 

入 リロと 座敷と に 挟まれた 綾 衣の 居間 は、 昼で も 陰 



客と 一 緒に 来た。 三回 を 過ぎてから は 一 人で たびたび 

来る ようになった。 

玉 琴の 客 はいつ か 遠ざかって しまったが、 外 記 だけ 

は 相 変らず かよって 来た。 綾 衣の 方で も 呼ばずに は 置 

かなかった。 しょせん 添われぬ とき まっている 人が、 

綾 衣の 恋の 相手と なって しまった。 これ も 神の むごい 

ち 1 つちく 

いたずらであろう。 もうこう なると、 綾 衣 も 盲目に 

ゆとり 

なった。 末の ことな ど を 見 透して いる 余裕はなかった。 

その 日 送りに 面白い 逢う 瀬 を 重ねてい るの が、 若い 二 

人の 楽しい 恋の いのちであった。 

夕 雛の 男と いうの は 程 を 越えた 道楽が 両親 や 親類 の 



にも 見えて いた。 殊に 去年の 暮れに は 小 普請 入りと 

なった。 男の 影が いよいよ 痩せて 衰えて ゆく の は 明ら 

かにな つた。 それに 連れて 男の 周囲から いろいろの 叱 

責ゃ 意見 や 迫害が 湧い て 来る - J とも 綾 衣 は 知 つていた。 

神 か 人 か、 何者かの 強い 手に よって 二人 は 無慈悲に 引 

き 裂かれねば ならぬ 情けない 運命が、 ひと 足ず つに 忍 

び 寄って 来る こと も 綾 衣 は 覚悟して いた。 

そうな つたら 仕方がな いと、 悲しく 諦めて しまう こ 

との 出来る ような 綾 衣ではなかった。 彼女 は 自分が 一 

度つ かんだ 男の 手 は、 死んでも 放すまい という 根強い 

執着 を もっていた。 



しかし あの人と 自分と は 性根の 据え 方が 違う と、 彼 

女 はい つも 誇る ように 考えて いた。 

どんなに 性根 を 強く 据えて いても、 さすが は 人間の 

悲し さに、 綾 衣 はだん だん 薄れ て ゆく 自分の さびしい 

影 を、 じっと見 つめてい るの は 苦しかった。 この頃 は 

こめかみの 痛む 日が 多かった。 胸の 痛む 日が 多かった。 

取り分けて きょうは 雪 冷えの せいか、 脾 腹から 胸へ か 

けて 差し込みが 来る ように 思われた。 

「綾 鶴さん、 綾 鶴さん」 

低い 声で 呼んだ が、 次の間で 返事がなかった。 二度 

も 三 S も 呼ばれて、 綾 鶴 はよう ように 寝ぼけた ような 



素足に も 冷たかった。 

雪 は 綿と 灰と を まぜた ように、 大きく 細かく 入りみ 

たまち うまみち 

だれて 横に 縦に 飛んで いた。 田 町から 馬 道に つづいた 

はけ まつち 

家 も 土蔵 ももう 一面の 白い 刷毛 をな すられて、 待 乳の 

森 はいつ もよりも ひときわ 浮き あがって 白かった。 傘 

のかげ は 一 つも 見えない 浅 草 田圃の 果てに、 千 束の 大 

池ば かりが 薄墨 色に どんより とよ どんで、 まわりの 竹 

藪 は 白い 重荷の 下にた わみ かか つてい るら しかった。 

朝夕に 見る 五重の塔 は 薄い 雲に 隔てられ たように、 高 

い ！IK が 吹雪の 白い かげに 見えつ 隠れつ していた。 

こんなに 美しく 降り積もって いても、 あした は 果敢 



じょ さ い 

が、 世間 慣れて いる 角 助 は 如才ない 受け答え をして、 

綾 衣に 聞かして 悪い ような こと はなん にも 言わな か つ 

た。 彼 は 綾 衣が 返事の 文と いくらかの 使い賃と を 貰つ 

てョ& つた。 

ほかに 子細 はない というので 少し は 安心した ものの、 

ぬしの 病気と 聞けば、 また 気が かりであった。 綾 衣 は 

やりて きん 

すぐに 遣 手のお 金 を 浅 草の 観音 さまへ 病気 平癒の 代参 

たまち 

にやった。 その 帰りに 田 町の 占い 者へ も 寄って 来て く 

れと 頼んだ。 

雪 どけの ぬかるみ を ふんで、 お金 は 浅 草へ 参詣に 

行った。 田 町に は 名高い 占い 者が あって、 人相 も 観る、 



はいった。 

「そんなら、 わたしの も 見て もらって おくん なんし」 

お金 は 薄 気味 わるが つ て 毎日 ゆきし ぶ つてい るので、 

今度 は 綾 衣が ふだんから 貝頭 属に している ぉ静 という 仲 

の 町の 芸妓が 頼まれた。 お 静は田 町へ 行って 綾 衣の 生 

まれ 月日 を 言う と、 占い 者 は 又も ひたいに 皺 を 寄せて、 

, J の 女に は 剣難の 相が あると 言 つ た。 お 静も真 つ 蒼に 

なって ふるえて 帰った。 綾 衣に むかって 何と 答えて よ 

かろう か、 ぉ静も 一時 は ひどく 困った が、 もう 四十に 

近い 女 だけに 彼女 は 考え直した。 

花魁 は 夜毎に 変った 客に 逢う 身で ある。 どんな 酔狂 



えなん した かえ。 主 は なぜ そのよう に 物 を 隠しなん す _ 

まずまい 

お前、 ひと 間 住居と やらに でもな りんす のかえ」 と、 

綾 衣 は 厚い 三 栖紙を 膝に 突いて 摺り 寄った。 

一間 住居と いうの は 座敷牢で ある。 武家で 手に あま 

としょ ラじ 

る 道楽者な どが あると、 戸障子 を 釘 づけに した 暗い ひ 

と 間 を あらかじめ 作って おいて、 親類 一同が 立 会いで 

本人に 一間 住居 を 言い渡す。 そうな つたら 否も応 もな 

い。 大勢が まず その 大小 を 奪い取って、 手籠めに して 

その 暗い ひと 間へ 監禁して しまう ので ある。 廓へ 深 入 

りした 若侍で この 仕置き を 受けた 者が しばしば ある こ 

と は、 綾 衣 も かねて 聞いて いた。 



「まあ、 いい。 その 時 は その 時の こと だ。 取り 越し 苦 

労 をす る だけが 馬鹿と いう もの だ」 と、 外 記 は 捨て鉢 

にな つ たように 言った。 

「ほんとうに、 どうなる やら 知れない 先き のこと を、 

前から 苦労す るの は 馬鹿らし ゆう ありんす ね」 

運命の 力が 強く 圧しつ けて 来る の を 十分に 意識して 

いながら、 男 も 女 も 堪えられる だけ は 堪えて 見ようと、 

冷やかに 白い 歯 を 見せて いた。 しかも その 歯 を 洩れる 

ほのお 

ft は gi であ つ た。 



であった。 

十吉 もやつ と 気がついて びっくりした。 なにしろ こ 

ちらへ と 慌てて 招じ入れ ると、 外 記 は 更にう しろ を 見 

返って 無言で 招いた。 

今まで 見いだ さなかつ たが、 暗い 雨の 中には まだ 一 

人の 蓑と 笠と が 忍んで いた。 ぬれた 蓑の 袖から は 溶け 

るよう な 紅の 色が こぼれ 出して いた。 

「お前 さま も どうぞ こちらへ」 と、 誰 だか 知らないが 

お 時 は 取りあえず 会釈した。 十吉は 急いで 盥， 'の 水 を 

持って来た。 二人 は 蓑 をぬ いで 足 を 洗った。 

ひとえもの 

外 記 は 浅黄 色の 単衣 の 裾 を 高く からげ て、 大小 を 



る 気に も なれなかった。 綾 衣 を 憎む 気に も なれな かつ 

た。 かえって 何だか 惨ら しいよう な 気に もな つて、 二 

人 を 列べ て 見て いる 彼女の 眼が おのず とう るんで 来た。 

かち はだし 

五百石の 殿様と 吉 原の 花魁が この 雨の 中 を 徒 跣 足で 

落ちて 来る と は、 よくよく 思い合つ ていれば こそで、 

ただ ひと 口に 無分別の ふしだらのと 悪く ば かり 言う 訳 

にもい くまい。 二人の 身に なって 見たら ば、 又 どんな 

に 悲しい 切ない 事情が 絡んで いるか も 知れない。 お (豕 

も 勿論 大切で は あるが 、 ， J うま で 思 い 詰め ている 若い 

二人 を 無理に 引き裂く の は、 小雀の 眼に 針を剌 すと い 

ことわざ 

う 世の 諺 よりも、 猶更 むごい 痛々 しい 仕方で は ある 



き 出した。 十吉は 縁に 腰 を かけて、 濡れた 土に 三つ 四 

つ ころげて いる 青梅の 実 を 眺めて いたが、 やがて ふい 

と 眼 を あげて 表 を 見た。 

たけがき 

まばらな 竹籬の 外に 立って、 お 米 は 息を殺し たよう 

な ふうで 一心に 内を視 いていた。 いつも は 遠慮な しに 

はいって 来る のに、 きょうは 竹籬を 境に して 迂闊に 庭 

へ 踏み込もうと はしなかった。 十吉が あごで 招いても、 

彼女 は 無言で 情なく 頭-を ふった。 

「おつかさん はいない。 おはいりよ」 と、 十吉は 小声 

で 呼んだ。 が、 お 米 はや はり 拗ねた ように ためらって 

いた。 



ろうと 勘当され ようと、 言う だけの こと は 言わな けれ 

ばなら ない と 彼 は あわれに も 覚悟の 胸 を 決めて いた。 

外 記 は 白い 歯 を 見せて 笑い出した。 

「慶長 元 和の 血 なまぐさい 世の中と、 太平 百 余 年の 

今日と は、 世の ありさま も 違えば 人の 心 入れ も 違う ぞ_ 

鎧 刀 を 武士の 魂な どと 自慢す る 時代 はもう 過ぎた。 お 

れも 以前 は 武芸に 凝り固まって、 やれ 剣術の 柔術のと 

脂汗 を 流して 苦しんだ もの だが、 今 さら 思えば 馬鹿で 

あった。 歴々 の 武士が 竹刀の 持ちよう も 知らず、 弓の 

引きよう も 知らず、 それでも 立派に お 役 を 勤めて 家繁 

昌 する 世の中に、 なんの 役に も 立たない 鎧 や 刀 は、 五 



しょうぶが たな 

月の 節句の 飾り 具足 や 菖蒲 刀 も 同様 だ。 家 重代の 宝 

でもい い 値に 引き取る 者が あれば、 なんどきでも 売り 

放す ぞ」 

鎧 は 面当てら しく 家来の 眼の 前に がらり と 投げ出さ 

れた。 

三 左 衛門は あわてて その 鎧 を 引き寄せて 押し戴く よ 

うにして 自分の 膝の 上に 抱き あげたが、 勿体ない と 情 

うのはな おどし 

けない とが 一つに もつれて、 卯 花緘の 袖の 糸に 彼の 

涙の 痕が にじんだ。 

お 縫が はいって 来て、 巿ケ 谷の 叔父 さまが お^でに 

なり ましたと 言った。 外 記 は 又 かと 顔をしかめ たが、 



或る 非常手段 を 考え出した。 

彼 は 外 記 を 自滅 させようと 覚悟した。 表向き は 頓死 

と 披露して、 妹のお 縫に 相当の 婿 を 取れば、 藤 枝の 家 

きず 

にも 瑕が 付かず、 親類縁者 一同 も 世間に 恥 を さらさず 

に 済む であろう。 殺される 甥 は 不憫で あるが、 家に は 

替えられない、 親類縁者の 大勢に は 替えられな いと、 

ザ J う 決心 した 五郎三郎 の 眼から は 煮え湯 のよう な 涙が 

こぼれた。 鬼の ような 自分の 心が 情けなく も 思われた。 

きょうは 盂蘭盆と いうので、 五郎三郎 は 赤 坂の 菩提 

寺に 参詣した。 墓場に は 昼で も 虫が 鳴いて いた。 彼 は 

先祖 代々 の 墓に 香 花や 水 をた むけて、 苔の 蒸した 石に 



の 打って いる 石 は 乱れた。 

「叔父 さま。 それで は 違います」 と、 外 記 は 眠そう な 

声で 注意した。 

「何が 違う」 と、 五郎三郎 も 眼が 醒めた ように 盤 を 睨 

んだ。 

「お前 さまの この 石 はもう 死んで おります」 

「馬鹿 を 申すな。 なんで これが 死ぬ もの か」 

「でも、 これ は …… 」 と、 外 記 も 行きが かりで 争った _ 

「ええ、 卑怯な こと を 申すな」 

こう 言い募って 来る うちに、 五郎三郎の 血 はの ぼつ 

て 来た。 機会 は 今 だ、 と 心の奥から ささやかれて、 彼 



るの が 既に 無理な 注文で はない か。 自分の 命に は 自分 

という 持ち主が ある。 家の ためや 親類縁者の ためや、 

そうした 事情の いけにえ として、 罪 もない 自分の いの 

ち を 安価に 売り 買 い される の は 自分の 堪え 得る ことで 

ない。 それ を 拒む の は 決して 卑怯で ない と 外 記 は 思つ 

た。 彼 はどうしても 死ぬ のは^ だと 言い切った。 

お 縫 や 三左衛 門に も 外 記の 料簡 は 理解し 得られな 

かった。 しかし、 かれら もさす がに 兄 や 主人 を 殺そう 

と は 思い も 付かない ので、 泣いて 鎚 つて 五郎三郎 を さ 

えぎ つた。 一 一人 はまつ わられて 五郎三郎 も 持て余した。 

ゆる 

「では、 きょうの ところ は ともかくも 免して 置く から、 



三左衛 門と に 送られて 出た。 玄関 を 出る ときに 五郎 三 

郎は 二人に ささやいて、 外 記 は 魂の ぬけた 奴、 この 上 

きょくじ しでか 

にどん な 曲事 を 仕出来そう も 知れない。 お前た ち も 油 

あ，. こ 

断な く 気 をく ばって、 もし 思案に 能わぬ ことがあった 

ら 直ぐに おれのと ころへ 知らせて 来い と 言った。 

「おのれの 心 ひとつで 一家 一門、 家来にまで 苦労 を か 

ける。 困った 奴 だ」 

五郎三郎の 眼に は 涙が 浮かんだ。 草履取り を 連れて 

出て ゆく その 人のう しろ 姿 を、 お 縫 も 三 左 衛門も 陰つ 

た 顔で いつまでも 見送って いた。 

はんと. 5 

それから 半晌 ほど も 過ぎた。 塀の 内に は 蟬の声 もい 



r. ぼん ぼん 盆 はきょう あすば かり、 あした は 嫁の 

しおれ 草。 

村の 子供た ちが こんな 盆 唄 をうた つて 通った。 その 

群れの あとから お 米 も 来た。 

「十さん。 まだお 寺へ 行かない の」 

たま ぼだいじ 

盆の 十三 日に は 魂迎えと して 菩提寺へ 詣る のが 習わ 

しで ある。 いつもお 時が 詣 るので あるが、 ことし は 十 

吉が 代って 行く ことにな つて、 お 来 も 夕方から 一緒に 

行く 約束であった。 

「じゃあ、 おつかさん。 もう そろそろ 行こう かね」 と 

十吉が 言った。 



のように 庭 さきに 投げ出されて いた。 

つづいて 外 記の 手 は 刀の 柄に かかった ので、 彼 はう 

ろた えて 這い 廻って 逃げた。 ほかの 二人 も 度 を 失って 

から かどぐち 

ばらばらと 逃げ出した。 空 駕籠 をお ろして 門口に 待つ 

ていた 駕籠 屋も 面食ら つ て 逃げた。 

もとより 斬る 気 はない が、 おどしの ために 外 記 は 縁 

を 飛び降りて 門口まで 追って 出た。 彼らの 遠くな つた 

ちょうず 5,6 ち 

の を 見と どけて 再び 内へ 引つ 返して、 手水 鉢の 水で 足 

の 泥 を 洗って いると、 綾 衣 は 手拭 を 持って来て 綺麗に 

拭いて やった。 

一 旦は おどして 追い返しても、 ここの 隠れ家 を 突き 



江戸時代 にも 五百石の 旗本と 廓の 遊女との 相対死に 

は 珍ら しかった。 五百石 は 五千石と 誇張され て、 その 

噂 はいよ いよ 高くな つた。 無名の 詩人が 二人の 恋 を 唄 

い 出して、 その 声 は 江戸の 町々 に 広く 伝えられた。 

A 君と 寝 やろ か、 五千石 取ろ か。 なんの 五千石、 

君と 寝よ。 
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